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第
四
章

裁
判
上
の
清
算
手
続

81

目
的

商
法
典
L.
六
四
〇
―
一
条
以
下
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
裁
判
上
の
清
算
手
続
は
、
当
初

は
企
業
の
消
滅
の
前
段
階
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
救
済
手
続
に
関
す
る
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
企
業
譲
渡

が
組
み
込
ま
れ
て
か
ら
は
、
裁
判
所
の
指
名
す
る
引
受
人
（
repreneur）
に
よ
る
企
業
活
動
の
継
続
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
様
相
は
以
前
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
は
、
し
ば
し
ば
多

額
に
の
ぼ
る
消
極
財
産
を
清
算
す
る
た
め
に
企
業
の
積
極
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
裁
判
上
の
清
算

手
続
の
開
始
要
件
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
に
、
同
手
続
の
進
行
に
お
け
る
特
徴
を
検
討
し
、
最
後
に
、
積
極
財
産
の
換
価
の
方
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

第
一
節

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始

82

方
法

裁
判
上
の
清
算
手
続
は
、
救
済
手
続
に
よ
っ
て
も
裁
判
上
の
更
生
手
続
に
よ
っ
て
も
企
業
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
に
、
開
始
さ
れ
る
。
実
際
、
商
法
典
L.
六
四
〇
―
一
条
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
は
、
支
払
停
止
の
状
況
に
あ
り
、
裁
判
上
の

更
正
が
不
可
能
な
全
て
の
債
務
者
に
つ
い
て
開
始
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始
に
は
、
救
済
手
続
や
裁
判
上

の
更
生
手
続
と
比
べ
て
大
き
な
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
き

は
、
清
算
人
（
liquidateur）
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
算
人
の
役
割
は
、
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
を
喪
失
し
た

（
dessaisi）
債
務
者
を
代
理
す
る
こ
と
と
、
債
権
者
の
集
団
的
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
救
済
手
続
又
は
裁
判
上
の

更
生
手
続
が
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
移
行
し
た
場
合
に
は
、
従
前
の
手
続
に
お
け
る
司
法
管
財
人
が
清
算
人
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
裁
判
所
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は
、
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
〇
条
に
従
っ
て
、
清
算
手
続
中
の
企
業
活
動
の
継
続
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
大
企
業

に
つ
い
て
は
、
企
業
の
経
営
に
あ
た
る
管
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

83

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
多
様
化

二
〇
〇
五
年
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
際
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
が

行
わ
れ
る
場
合
に
は
僅
か
な
積
極
財
産
し
か
な
い
こ
と
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続
に
か
か
る
期
間
が
非
常
に
長
期
化
し
が
ち
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た(1)。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、
立
法
者
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
を
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
続

の
進
行
を
迅
速
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
動
き
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
完
結
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

複
数
の
状
況
が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

84

直
接
清
算
手
続
に
付
さ
れ
る
場
合
と
清
算
手
続
に
移
行
す
る
場
合

債
務
者
が
当
初
か
ら
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
付
さ
れ
た
場

合
と
、
他
の
手
続
が
当
該
企
業
の
状
況
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
た
め
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
移
行
し
た
場
合
と
を
区
別
す
る
必
要
が

あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
新
た
な
手
続
が
開
始
す
る
の
で
は
な
く
、
開
始
さ
れ
た
当
初
の
手
続
に
適
用
さ
れ
る
制
度
が
変
わ
る
だ
け

だ
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
債
権
者
は
改
め
て
自
己
の
債
権
を
届
け
出
る
必
要
は
な

く
、
当
初
の
手
続
の
観
察
期
間
中
に
生
じ
た
債
権
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
い
て
も
手
続
開
始
後
債
権
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
更
生

計
画
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、
再
び
支
払
停
止
の
状
態
に
陥
っ
た
債
務
者
は
、
自
動
的
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
付
さ
れ
る
。
こ
れ
は

〔
裁
判
上
の
清
算
手
続
へ
の
移
行
で
は
な
く
〕
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
新
た
な
開
始
で
は
あ
る
が
、
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
特
に
、

債
権
者
は
新
た
に
債
権
届
出
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る(2)。
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85

通
常
の
裁
判
上
の
清
算
と
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算

二
〇
〇
八
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
、
新
た
な
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
法
律
は
、
当
初
か
ら
、
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算
手
続
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
手
続
が
適
用
さ
れ
得
る
の

は
、
債
務
者
の
積
極
財
産
が
不
動
産
を
含
ま
ず
、
債
務
者
の
売
上
が
七
五
〇
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
で
、
か
つ
、
企
業
が
雇
用
す
る
従

業
員
の
数
が
五
人
未
満
の
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
た
す
場
合
、
裁
判
所
は
、
簡
易
化
さ
れ
た
手
続
、
つ
ま
り
、
財
産
の
換

価
及
び
債
権
の
調
査
を
簡
易
化
し
て
一
年
以
内
に
手
続
を
終
了
さ
せ
る
制
度
を
適
用
す
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
裁
判
所
は
こ
の
制
度
を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
立
法
者
は
、
二
〇
〇
八
年
に
、
積
極
財
産
が
不
動
産
を
含
ま
ず

（
こ
れ
は
従
来
の
要
件
と
同
様
で
あ
る
）、
売
上
が
三
〇
〇
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
未
満
で
、
か
つ
、
企
業
が
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
一
人

以
下
の
場
合
、
つ
ま
り
、
零
細
企
業
（
T
PE,très
petite
entreprise）
の
場
合
に
、
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算
の
制
度
の
適
用

を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
新
制
度
の
導
入
前
か
ら
存
在
す
る
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算
手
続
も
維
持
さ
れ
、
裁
判
所
に
よ
る

そ
の
利
用
は
任
意
的
な
ま
ま
で
あ
る
。〔
簡
易
化
さ
れ
た
清
算
手
続
が
選
択
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
〕
通
常
の
裁
判
上
の
清
算
手
続

に
復
帰
す
る
こ
と
は
い
つ
で
も
可
能
で
あ
り
、
手
続
が
一
年
以
内
に
終
了
し
な
け
れ
ば
そ
れ
が
唯
一
可
能
な
解
決
で
あ
る
。
手
続
が
一

年
以
内
に
終
了
し
な
い
理
由
は
、
多
く
の
場
合
、
解
雇
に
伴
う
労
働
紛
争
が
係
属
中
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

第
二
節

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
進
行

86

状
況
の
二
元
性

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
進
行
は
、
企
業
活
動
が
停
止
し
て
い
る
か
（
手
続
開
始
前
に
企
業
活
動
が
停
止
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
）、
手
続
中
の
企
業
譲
渡
を
見
越
し
て
企
業
活
動
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
異
な
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
裁
判
上
の
清
算
が
宣
告
さ
れ
る
と
、
債
務
者
の
法
的
地
位
に
重
大
な
効
果
が
生
じ
、
救
済
手
続
又
は
裁
判
上
の
更
生
手
続
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
た
企
業
の
機
能
の
仕
方
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
修
正
さ
れ
る
。

論 説

(阪大法学) 65 (6-88）1452〔2016.⚓〕



87

債
務
者
の
法
的
地
位

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
特
徴
の
一
つ
は
、
手
続
開
始
時
に
債
務
者
が
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
こ
と
で

あ
り
、
債
務
者
は
、
そ
れ
以
降
、
自
己
の
財
産
を
管
理
し
た
り
処
分
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る(3)。
他
の
手
続
の
場
合
と
は
異
な

り
、
債
務
者
は
企
業
が
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
と
き
も
経
営
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
、
そ
の
事
業
資
産
及
び
個
人
資
産
を
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。
債
務
者
が
賃
金
の
支
払
い
を
受
け
る
活
動
を
開
始
し
、
又
は
、
債
務
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
員
の
弁
済
を
得

た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
の
大
部
分
は
、
消
極
財
産
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
債
務
者
の
管
理
処
分
権
の
喪
失
に
は
、
二
つ
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
商
法
典
L.
六
四
一
―
九
条
は
、
債

務
者
が
個
人
的
な
性
質
を
有
す
る
活
動
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
個
人
的
生
活
（
vie
personnelle）、
と
り
わ
け
家
族
生
活
（
vie

fam
iliale）
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
債
務
者
は
、
離
婚
の
決
断
や
、
個
人
的
活
動
の
再
開
の
決
断
、
あ
る
い
は
、
従
業
員
と
し

て
の
活
動
に
関
す
る
訴
訟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
個
人
的
生
活
の
側
面
と
同
時
に
財
産
的
な
側

面
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
清
算
人
が
権
限
を
持
つ
。
例
え
ば
、
離
婚
に
伴
っ
て
共
通
財
産
の
分
割
が
な
さ
れ
る
場
合

に
は
、
共
通
財
産
の
分
割
に
つ
い
て
は
清
算
人
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
判
例
は
、
債
務
者
が
清
算
手
続
中
に
単
独
で
行

使
し
得
る
債
務
者
固
有
の
権
利
を
認
め
た
。
こ
れ
は
主
に
手
続
法
上
の
権
利
で
あ
り
、
例
え
ば
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始
決
定
に

対
す
る
異
議
や
、
債
権
の
確
定
に
関
す
る
決
定
に
対
す
る
異
議
、
債
権
の
否
認
、
裁
判
所
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
終
結
を
申
し
立
て

る
権
利
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

88

解
雇

裁
判
上
の
清
算
手
続
中
に
、
企
業
活
動
の
停
止
に
伴
い
労
働
者
を
解
雇
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
も
っ

と
も
、
労
働
法
の
定
め
る
解
雇
手
続
が
〔
裁
判
上
の
清
算
手
続
中
だ
か
ら
と
い
っ
て
〕
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
解
雇

の
実
施
に
実
務
上
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
労
働
者
に
対
し
て
支
払
い
を
行
う
賃
金
債
権
保
険
制
度
（
A
GS,A
ssurance
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garantie
des
salaires）
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
一
五
日
以
内
に
労
働
者
を
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
短
期
間
の

う
ち
に
解
雇
に
関
す
る
厳
格
な
手
続
を
履
践
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
企
業
活
動
の
停
止
は
解
雇
を
正
当
化
す
る
経

済
的
理
由
を
構
成
し
、
従
業
員
は
こ
れ
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
解
雇
の
実
施
に
伴
う
困
難
は
も
っ
ぱ
ら
手
続
上
の

も
の
で
あ
る
。

89

契
約
の
継
続

立
法
者
は
、
契
約
の
継
続
の
問
題
に
関
し
て
、
救
済
手
続
や
裁
判
上
の
更
生
手
続
に
お
け
る
解
決
と
比
較
的
近

い
解
決
を
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
つ
い
て
も
設
け
た
。
契
約
は
、
企
業
活
動
停
止
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
裁
判
上
の

清
算
が
宣
告
さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
契
約
を
終
了
さ
せ
る
の
は
清
算
人
で
あ
る
。
企
業
活
動

が
継
続
し
、
管
理
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
契
約
が
継
続
す
る
と
き
は
、
管
理
人
が
通
常
ど
お
り
の
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
場

合
、
継
続
に
関
す
る
通
常
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る(4)。
ま
た
、
救
済
手
続
や
裁
判
上
の
更
生
手
続
に
お
け
る
と
同
様
、
商
事
賃
貸
借
を

特
別
に
保
護
す
る
ル
ー
ル
が
存
在
す
る(5)。
な
ぜ
な
ら
ば
、
企
業
譲
渡
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
後
日
売
却
さ
れ
る
積
極
財
産

を
保
管
す
る
た
め
に
も
、
企
業
の
事
務
所
を
保
持
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
商
事
賃
借
権
そ
の
も
の

が
債
務
者
の
積
極
財
産
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
、
当
該
賃
借
権
の
譲
渡
を
見
越
し
て
、
商
事
賃
貸
借
契
約
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
企
業
活
動
が
継
続
し
て
い
な
い
と
き
に
も
、
商
事
賃
貸
借
契
約
は
し
ば
し
ば
継
続
す
る
。

90

手
続
開
始
後
債
権
の
債
権
者

立
法
者
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
な
か
に
、
手
続
開
始
後
債
権
の
債
権
者
の
う
ち
、
危
機
的

状
況
下
で
企
業
活
動
の
維
持
に
寄
与
し
、
そ
れ
に
よ
り
企
業
譲
渡
を
見
込
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
を
優
先
す
る

ル
ー
ル
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
三
条
は
、
他
の
手
続
に
存
す
る
ル
ー
ル
（
L.
六
二
二
―
一
七
条
）
と
類
似
の
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ル
ー
ル
を
措
定
し
て
い
る
。
他
の
手
続
に
存
す
る
ル
ー
ル
と
の
相
違
点
は
―
―
大
き
な
違
い
で
は
あ
る
が
―
―
、
手
続
開
始
前
債
権
の

債
権
者
の
う
ち
、
担
保
（
被
用
者
先
取
特
権
（
privilège
du
droitdu
travail）、
不
動
産
担
保
（
sûreté
im
m
obilière）、
留
置
権
、

新
規
融
資
の
先
取
特
権
（
privilège
de
la
new
m
onnaie））
を
有
す
る
者
は
、〔
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
三
条
の
適
用
を
受
け
る
〕

手
続
開
始
後
債
権
の
債
権
者
よ
り
も
前
に
弁
済
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
条
は
、
優
先
弁
済
の
対
象
と
な
る
手
続
開
始
後
債

権
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
の
必
要
の
た
め
に
生
じ
た
債
権
、
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
〇
条

の
適
用
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
企
業
活
動
の
暫
定
的
維
持
の
た
め
に
生
じ
た
債
権
、
企
業
活
動
の
暫
定
的
維
持
の
間
に
債
務
者
に
な
さ
れ

た
給
付
の
対
価
と
し
て
生
じ
た
債
権
、
継
続
中
の
契
約
の
履
行
と
し
て
生
じ
た
債
権
、
及
び
、
債
務
者
の
日
常
生
活
上
の
必
要
の
た
め

に
生
じ
た
債
権
で
あ
る
。第

三
節

裁
判
上
の
清
算
の
実
施
方
法

91

二
元
性

二
〇
〇
五
年
の
法
律
以
来
、
裁
判
上
の
清
算
の
段
階
に
お
け
る
積
極
財
産
の
換
価
の
実
施
方
法
は
、
二
つ
に
区
別
さ

れ
て
い
る
。
第
一
の
方
法
は
企
業
譲
渡
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
債
務
者
が
自
身
で
企
業
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
そ
の
企

業
活
動
を
維
持
し
、
か
つ
、
多
く
の
場
合
、
大
多
数
の
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と
を
約
す
る
引
受
人
に
、
企
業
を
譲
渡
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
質
的
に
み
れ
ば
、
企
業
の
再
建
と
い
う
解
決
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
方
法
は
積
極
財
産
を
個
別
に

売
却
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
企
業
は
消
滅
す
る
に
至
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
債
権
者
は
、
倒
産
手
続
に
関
す
る

ル
ー
ル
に
従
い
、
積
極
財
産
の
譲
渡
代
金
に
よ
っ
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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一

企
業
譲
渡

92

原
則

商
法
典
L.
六
四
二
―
一
条
以
下
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
企
業
譲
渡
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
包
括
的
か
つ
一

括
価
額
に
よ
る
取
引
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
企
業
活
動
の
維
持
、
雇
用
の
維
持
及
び
譲
渡
代
金
に
よ
り
弁
済
を
受
け
る
債
権
者
へ
の
支
払

い
を
、
最
も
好
条
件
で
行
う
こ
と
を
保
障
す
る
引
受
人
に
企
業
を
帰
属
さ
せ
る
も
の
で
あ
る(6)。
原
則
的
に
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
又
は

裁
判
上
の
清
算
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
債
務
者
が
更
生
計
画
を
準
備
し
て
い
た
と
し
て
も
、
企
業
は
売
り
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
広
告
は
、
司
法
管
財
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
引
受
け
の
申
出
を
促
す
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
新
聞
上
に
出
さ

れ
る
。

93

引
受
け
の
申
出

引
受
け
の
申
出
は
第
三
者
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
引
受
け
の
申
出
の
受
理
要
件
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
商
法
典
L.
六
四
二
―
三
条
は
、
と
り
わ
け
、
債
務
者
、
債
務
者
で
あ
る
会
社
の
法
的
な
又
は
事
実
上
の
経
営
者
及
び
債
務

者
に
近
い
親
族
（
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
例
外
的
場
合
を
除
く
）
は
引
受
け
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い

る
。
申
出
は
書
面
に
よ
り
な
さ
れ
、
そ
れ
は
予
定
さ
れ
る
引
受
け
の
主
要
な
点
に
関
す
る
情
報
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
、
引
受
け
の
対
象
と
な
る
財
、
契
約
及
び
従
業
員
、
引
受
価
格
な
ら
び
に
提
供
さ
れ
る
履
行
の
担
保
に
関
す
る
情
報
が
含
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(7)。
書
面
に
よ
る
申
出
は
、
提
出
後
は
撤
回
不
可
能
と
な
り
、
引
受
け
の
条
件
が
改
善
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
修

正
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
引
受
人
が
い
る
場
合
に
は
、
あ
る
種
の
「
競
争
」
と
な
る
。

94

譲
渡
の
実
現

企
業
譲
渡
は
、
次
の
二
つ
の
主
要
な
段
階
を
経
て
実
現
さ
れ
る
。
第
一
に
、
譲
渡
計
画
を
採
択
す
る
裁
判
所
の
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決
定
、
第
二
に
、
譲
渡
に
関
わ
る
諸
行
為
の
実
行
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
複
数
の
申
出
を
吟
味
し
て
、
そ
の
中
か
ら
最
良
の
も
の
を
採

用
す
る
。
採
用
さ
れ
る
の
は
、
商
法
典
L.
六
四
二
―
五
条
に
よ
れ
ば
、「
譲
渡
対
象
と
な
る
事
業
全
体
に
関
わ
る
雇
用
及
び
債
権
者
へ

の
支
払
い
を
、
最
も
好
条
件
で
最
も
継
続
的
に
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
申
出
で
あ
っ
て
、
履
行
に
つ
き
最
良
の
担
保
を
提
案
す
る
も

の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
一
つ
又
は
複
数
の
譲
渡
計
画
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
満
足
す
べ
き
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
裁
判

所
は
企
業
活
動
を
終
了
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
企
業
の
積
極
財
産
は
個
別
に
売
却
さ
れ
る
。
企
業
譲
渡
の
決
定
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ

る
の
は
、
次
の
事
項
で
あ
る
。
引
受
人
、
譲
渡
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
、
商
法
典
L.
六
四
二
―
二
条
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
申
出
に
含
ま
れ

る
財
、
権
利
及
び
契
約
」、
譲
渡
価
格
、
支
払
方
法
及
び
譲
受
人
が
提
供
す
る
担
保
、
一
定
の
財
（
と
り
わ
け
企
業
活
動
に
必
要
な
財
。

そ
れ
は
多
く
の
場
合
営
業
財
産
で
あ
る
）
の
他
へ
の
譲
渡
禁
止(8)、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
解
雇
で
あ
る
。
最
後
に
、
譲
渡
計
画
の

採
択
後
に
企
業
を
経
営
す
る
者
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
場
合
に
自
ら
の
意
思
に
反
し
て
企
業
の
経
営
権

を
奪
わ
れ
て
い
る
債
務
者
に
経
営
を
任
せ
て
お
く
の
は
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
商
法
典
L.
六
四
二
―
八
条
は
、
引

受
人
が
譲
渡
価
格
を
供
託
し
、
又
は
、
相
当
額
の
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
引
受
人
の
請
求
及
び
そ
の
責

任
に
基
づ
き
、
被
譲
渡
企
業
の
経
営
を
引
受
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
譲
渡
計
画
が
採
択
さ
れ
る
と
、
譲
渡
行
為

の
締
結
が
準
備
さ
れ
る
。
こ
の
譲
渡
に
関
わ
る
諸
行
為
に
つ
い
て
、
一
般
法
の
適
用
は
一
部
除
外
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
の

は
、
清
算
人
、
又
は
、
管
理
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
は
管
理
人
で
あ
る
。
譲
渡
計
画
を
履
行
す
る
た
め
の
諸
行
為
は
当
該
計
画
の
条

項
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
管
理
人
の
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
一
切
の
変
更
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う

た
め
の
期
間
制
限
は
な
く
、
譲
渡
価
格
は
そ
の
締
結
時
に
支
払
わ
れ
て
清
算
人
に
交
付
さ
れ
、
清
算
人
が
債
権
者
ら
に
分
配
す
る
。
企

業
譲
渡
と
い
う
取
引
は
一
括
価
額
で
な
さ
れ
る
射
倖
的
な
取
引
で
あ
る
た
め
、
売
買
法
の
定
め
る
担
保
責
任
の
ル
ー
ル
や
同
意
の
瑕
疵

に
関
す
る
ル
ー
ル
は
適
用
さ
れ
得
な
い
。
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二

積
極
財
産
の
個
別
譲
渡

95

残
さ
れ
た
解
決

企
業
の
全
部
又
は
企
業
活
動
の
特
定
の
部
門
に
つ
い
て
譲
渡
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
企
業
の

積
極
財
産
の
売
却
を
決
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、
大
部
分
の
設
備
は
し
ば
し
ば
信
用
供
与
賃
貸
借
の
賃
貸
人
が
所
有
し
て
お

り
、
企
業
の
積
極
財
産
に
不
動
産
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
場
合
、
積
極
財
産
は
大
し
た
金
額
に
な
ら
な
い
。

自
然
人
に
つ
い
て
清
算
手
続
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
個
人
的
な
用
途
で
用
い
ら
れ
る
財
の
帰
趨
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

96

積
極
財
産
の
換
価
の
範
囲

商
事
法
の
最
近
の
展
開
（
差
押
禁
止
の
申
述
、
有
限
責
任
個
人
企
業
家
（
EIRL））
に
よ
り
、
債

務
者
が
個
人
企
業
家
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
が
そ
の
資
産
を
保
護
す
る
た
め
の
法
技
術
を
採
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
換

価
さ
れ
る
積
極
財
産
の
範
囲
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
債
務
者
が
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
何
の
問
題
も
な

く
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
い
て
会
社
の
資
産
が
す
べ
て
売
却
さ
れ
る
。

倒
産
手
続
、
特
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始
は
、
債
務
者
の
財
に
対
す
る
差
押
え
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
は
倒
産
手
続
の

物
的
効
果
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
債
務
者
の
財
の
す
べ
て
が
債
権
者
の
一
般
担
保
（
責
任
財
産
）
と
な
り
、
手
続
の
中
で
一
つ

の
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
資
産
の
単
一
性
の
理
論
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
的
効
果
は
、
債
務
者
固
有
の
財

だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
共
有
財
に
も
及
ぶ
。
債
務
者
が
不
分
割
権
利
者
で
あ
る
場
合
、
債
権
者
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
い
て
、

不
分
割
権
利
の
分
割
を
促
し
、
債
務
者
の
持
分
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
八
年
に
改
正
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
八
月
一
日
の
法
律
以
来
、
個
人
企
業
家
は
、
そ
の
活
動
内
容
い
か
ん
を

問
わ
ず(9)、
企
業
活
動
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
不
動
産
に
つ
い
て
、
差
押
禁
止
の
申
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る(10)。
こ
の
差
押
禁
止
の
申
述
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は
公
示
さ
れ
、
公
示
後
に
登
場
し
た
事
業
債
権
の
債
権
者
に
対
し
て
の
み
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
企
業
家
の
個
人
債

権
の
債
権
者
、
例
え
ば
、
不
動
産
購
入
資
金
を
融
資
し
た
銀
行
は
、
そ
れ
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
に
は
常
に
、
そ
の
財
物
を
〔
そ
の
後

に
差
押
禁
止
の
申
述
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
〕
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る(11)。
企
業
家
が
手
続
開
始
前
に
差
押
禁
止
の
申
述
を
行
っ

て
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
不
動
産
に
倒
産
手
続
が
及
ぶ
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
差
押
禁
止
財
産
は
倒

産
手
続
の
物
的
効
果
を
免
れ
る
と
い
う
の
が
原
則
〔
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
差
押
禁
止
の
申
述
の
対
象
と
な
っ
た
不
動
産

も
物
的
効
果
を
免
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
〕
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
特
徴
的
な
の
は
、〔
申
述
の
公
示
前
か
ら
存
在
す
る
債
権
者
と

の
関
係
で
は
差
押
え
は
禁
止
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
〕
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
、
そ
の
購
入
の
た
め
に
融
資
し
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
差
し
押

え
る
権
利
を
有
す
る
債
権
者
が
倒
産
手
続
に
参
加
す
る
以
上
、
差
押
え
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
清
算
人
は
、
こ
れ
ら
の
債
権
者
の
権
利
行
使
を
理
由
に
、
当
該
不
動
産
を
手
続
に
組
み
入
れ
、
手
続
の
中
で
こ
れ
を
売
却
し
、
そ

の
価
額
を
全
債
権
者
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
差
押
禁
止
の
申
述
及
び
裁
判
上
の
清
算
に
関
す
る
条
文
が
何
の
回
答

も
用
意
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
議
論
が
生
じ
た(12)。
こ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、

い
く
つ
か
の
重
要
な
判
決
を
下
し
た
。
破
毀
院
は
、
第
一
に
、
差
押
禁
止
の
申
述
を
有
効
で
あ
る
と
明
確
に
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、

「
債
務
者
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始
前
に
行
っ
た
差
押
禁
止
の
申
述
を
、
管
理
処
分
権
の
喪
失
の
ル
ー
ル
に
か
か
わ
ら
ず
、

〔
清
算
人
に
対
し
て
〕
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る(13)」。
第
二
に
、
破
毀
院
は
、
清
算
人
は
全
て
の
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
し
か
行
動

で
き
な
い
た
め
、
差
押
禁
止
の
申
述
の
対
抗
不
能
を
宣
言
さ
せ
る
訴
訟
を
提
起
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。
大
半
の
場
合
に
は
、
清
算
人

が
こ
の
よ
う
な
訴
権
を
行
使
し
て
も
、
差
押
禁
止
の
申
述
を
対
抗
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
債
権
者(14)、
す
な
わ
ち
、
差
押
禁
止
の
申
述
の

公
示
後
に
生
じ
た
債
権
の
債
権
者
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い
〔
か
ら
、
清
算
人
は
差
押
禁
止
の
申
述
の
対
抗
不
能
を
宣
言
さ
せ
る
訴
訟

を
提
起
で
き
な
い
〕。
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EIRL
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
対
象
と
な
る
の
は
、
目
的
資
産
、
す
な
わ
ち
事
業
資
産
の
み
で
あ
り
、
事
業
資
産
が

複
数
あ
る
場
合
、
手
続
は
資
産
ご
と
に
開
始
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
EIRL
の
地
位
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
主
の
個
人

的
な
財
は
保
護
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
法
律
は
、
と
り
わ
け
倒
産
手
続
法
上
の
法
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
資
産
分
離
の

効
力
を
失
わ
せ
る
様
々
な
手
段
を
予
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
資
産
の
混
和
の
場
合
に
お
け
る
手
続
の
拡
張(15)や
積
極
財
産
の
不
足
を
理

由
と
す
る
責
任
訴
権
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
手
続
に
服
す
る
目
的
資
産
の
消
極
財
産
の
全
部
又
は
一
部
に
関
す
る
責
任
を
、
も
っ
ぱ

ら
企
業
家
の
個
人
資
産
に
負
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る(16)。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
場
合
で
も
、
企
業
家
は
、
自
己
の
不
動
産
を
保
護

す
る
た
め
に
差
押
禁
止
の
申
述
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

97

積
極
財
産
の
換
価
の
方
法

商
法
典
L.
六
四
二
―
一
八
条
以
下
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
積
極
財
産
の
譲
渡
は
主
任
裁
判
官
の
指
揮

の
下
で
行
わ
れ
、
主
任
裁
判
官
が
財
の
換
価
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
不
動
産
は
、
通
常
は
不
動
産
差
押
競
売
の
規
律

に
従
っ
て
売
却
さ
れ
る
が
、
主
任
裁
判
官
は
、
公
証
人
に
よ
る
裁
判
外
競
売
（
adjudication
am
iable）
や
任
意
売
却
（
vente
de

gré
à
gré）
が
よ
り
多
く
の
利
益
を
生
じ
債
権
者
に
よ
り
多
く
の
弁
済
を
も
た
ら
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
方
法
で
行
う
こ
と
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
へ
の
配
当
を
で
き
る
だ
け
多
く
す
る
こ
と
が
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
け
る
主
要
な
目
的
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
他
の
財
に
つ
い
て
も
、
主
任
裁
判
官
は
、
公
的
競
売
（
vente
aux
enchères
publiques）
と
任
意
売
却
の
い
ず
れ
を

行
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
的
競
売
又
は
任
意
売
却
を
行
う
の
は
清
算
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の
積
極
財
産
の
任

意
売
却
に
よ
る
換
価
は
、
譲
渡
計
画
の
実
行
に
お
い
て
な
さ
れ
る
売
却
と
の
関
係
で
、
重
要
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
破
毀
院
が
、
任
意
売
却
は
一
般
法
上
の
ル
ー
ル
に
服
す
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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98

債
権
者
へ
の
支
払
い

裁
判
上
の
清
算
手
続
の
進
行
中
、
又
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
移
行
す
る
前
の
救
済
手
続
又
は
裁
判

上
の
更
生
手
続
の
進
行
中
に
発
生
す
る
債
権
は
、
手
続
開
始
後
債
権
で
あ
る
。
手
続
開
始
後
債
権
の
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
そ

の
支
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
殊
な
地
位
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
債
権
者
は
、
清
算
人
に
よ
る
支
払
い
を

受
け
る
。
清
算
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
取
特
権
及
び
担
保
を
考
慮
し
て
、
売
却
さ
れ
た
個
々
の
財
ご
と
に
、
債
権
者
の
順
位
を
確
定
す

る
配
当
順
位
表
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
、
被
用
者
特
別
先
取
特
権
へ
の
弁
済
が
絶
対
的
に
優
先
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
、
手
続
開
始
直
後
か
ら
従
業
員
に
対
し
て
迅
速
に
賃
金
の
支
払
い
を
し
た
賃
金
債
権
保
険
制
度
（
A
GS）
へ
の
償
還
が
な
さ
れ
る
。

99

清
算
手
続
の
終
結

清
算
人
は
、
積
極
財
産
を
換
価
し
て
債
権
者
に
対
す
る
支
払
い
を
し
た
後
に
、
裁
判
所
に
清
算
手
続
終
結

決
定
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
終
結
の
理
由
は
積
極
財
産
不
足
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
債
権
者
の
全
員
に
対

し
て
支
払
い
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
優
先
債
権
者
で
さ
え
完
全
な
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
消
極
財

産
の
消
滅
を
理
由
と
し
て
清
算
手
続
が
終
結
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
清
算
手
続
が
終
結
す
る
ま
で
に
は
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
多
く
、
手
続
が
数
年
間
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
債
務
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
不
利
益
と
な
る
。

と
い
う
の
も
、
債
務
者
は
、
清
算
手
続
の
全
期
間
を
通
じ
て
管
理
処
分
権
を
喪
失
し
て
お
り
、
独
立
の
事
業
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
従
業
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
積
極
財
産
の
不
足
を
理
由
と
す
る
清
算
手
続
の
終
結
は
、
債

務
者
に
非
常
に
有
利
な
効
果
を
も
た
ら
す
。
と
い
う
の
も
、
商
法
典
L.
六
四
三
―
一
一
条
は
、
債
権
者
は
権
利
行
使
が
で
き
る
地
位
を

回
復
し
な
い
と
の
原
則
を
定
め
て
い
る
た
め
、
債
務
者
の
負
債
は
消
滅
し
（
effacem
ent
des
dettes
(17
)）、

し
た
が
っ
て
債
務
者
は
、

清
算
手
続
に
付
さ
れ
た
と
い
う
失
敗
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
さ
れ
ず
に
経
済
生
活
を
再
始
動
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
債
務
者
の
再
出
発
又
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
ー
ト
」
を
推
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
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ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
リ
ペ
ー
ル
（
Georges
Ripert）
が
す
で
に
予
言
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
リ
ペ
ー
ル
は
、
当
時
、
自
己
の
負
債
を
支

払
わ
な
い
権
利
を
告
発
し
て
い
た(18)。
と
は
い
え
、
商
法
典
の
条
文
は
、
例
外
的
に
負
債
が
消
滅
し
な
い
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
。
主
要

な
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
と
り
わ
け
債
務
者
に
代
わ
っ
て
弁
済
し
た
保
証
人
や
共
同
債
務
者
は
、
償
還
を
得
る
た
め
に
債
務
者
に
対

し
て
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
債
権
者
は
、
破
産
犯
罪
（
刑
事
罰
）
に
つ
い
て
有
罪
と
な
り
あ
る
い
は
失
権
（
faillite

personnelle）（
民
事
罰
）
を
受
け
た
債
務
者
に
対
し
て
、
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
債
務
者
に
フ
ォ
ー
ト
の

あ
る
場
合
は
特
別
扱
い
を
受
け
る
に
値
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
債
務
者
の
フ
ロ
ー
ド
を
立
証
で
き
る
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

100

結
語

経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
が
適
用
さ
れ
る
事
案
の
大
部
分
は
裁
判
上
の
清
算
手
続
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、

債
権
者
に
支
払
う
た
め
に
積
極
財
産
を
売
却
す
る
と
い
う
大
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
発
想
に
多
少
な
り
と
も
回
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
は
、
そ
の
始
ま
り
以
来
、
長
い
道
の
り
を
歩
ん
で
き
た
。
同
法
は
、
確
か
に
、
企
業
の
救
済

と
債
権
者
の
保
護
と
の
間
で
常
に
多
少
の
不
安
定
さ
を
抱
え
て
お
り
、
不
完
全
さ
は
残
る
が
、
今
日
、
一
定
の
均
衡
を
達
成
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
法
は
、
長
い
道
の
り
を
経
て
、
現
在
で
は
成
熟
の
域
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
立
法
者
も
同
様
に
考
え
て
い
る
こ

と
を
祈
り
つ
つ
―
―
。
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補
章

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
改
正(19
)

101

新
た
な
改
正

フ
ラ
ン
ス
に
は
、「
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
」
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
が
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る

法
に
則
し
て
言
え
ば
、「
八
度
あ
る
こ
と
は
一
一
度
あ
る
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
二
〇
一
四
年
三
月
一

二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
三
〇
日
の
デ
ク
レ
に
よ
り
補
完
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
六
日
の
新
た
な
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
救
済
手
続
に
関
す
る
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
の
法
律
か
ら
数
え
て
、
経
営
難
の

企
業
に
関
す
る
法
の
九
回
目
、
一
〇
回
目
、
そ
し
て
一
一
回
目
の
改
正
だ
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
改
正
は
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
今
や
、
政
府
が
迅
速
に
行
動

し
、
か
つ
、
策
定
す
る
法
文
に
つ
い
て
主
導
権
を
保
持
し
た
い
と
考
え
る
と
き
に
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に

よ
る
立
法
は
、
こ
の
二
つ
の
利
点
、
つ
ま
り
迅
速
性
と
政
府
の
主
導
権
保
持
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
経
済
に
関
す
る
法
改
正
に
際
し
て

重
要
な
切
り
札
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
立
法
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
ま
ず
、
議
会
が
授
権
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

政
府
が
同
法
の
定
め
る
枠
内
で
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
立
法
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
段
階
が
あ
る
。
次
に
、〔
政
府
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
〕
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
法
律
と
し
て
の
価
値
を
得
る
た
め
に
は
、
議
会
に
よ
る
承
認
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ル

ド
ナ
ン
ス
は
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

今
般
の
改
正
は
全
体
が
三
〇
〇
か
条
以
上
か
ら
成
る
密
度
の
濃
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
新
た
な
法
が
出
現

し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
法
が
改
革
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
実
際
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
二
〇
〇
五
年
の
法
律
が
定
め
て

い
た
大
枠
を
維
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
救
済
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
や
、
経
済
的
困
難
に
早
期
に
対
処
し
た
債
務
者
だ
け
に

認
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
等
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
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改
正
法
は
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
次
の
い
く
つ
か
の
方
針
に
則
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
経
営
難
の

企
業
に
関
す
る
法
を
安
定
化
し
簡
素
化
す
る
こ
と
、
企
業
が
直
面
し
て
い
る
困
難
に
適
し
た
解
決
を
促
進
す
る
実
用
的
な
方
法
を
採
用

す
る
こ
と
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
に
関
わ
る
様
々
な
人
、
す
な
わ
ち
、
債
務
者
、
債
権
者
、
社
員
ら
の
法
的
地
位
の
均
衡
を
回

復
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
筋
で
は
こ
れ
ら
の
方
針
を
批
判
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、
一
九
八
五
年
一
月
二
五
日
の
法
律
以
降
に
採

択
さ
れ
た
諸
法
令
に
よ
っ
て
、
経
営
難
の
企
業
、
そ
の
経
営
者
及
び
そ
の
株
主
に
は
、
極
め
て
有
利
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
少
し
前
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
批
判
す
る
動
き
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
債
権
者
の
権
利
を
し
ば
し
ば

無
駄
に
犠
牲
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
駄
に
と
い
う
の
は
、
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
手
続
の
大
多
数
は
、
救
済
と
い
う
目

的
を
達
成
で
き
な
い
裁
判
上
の
清
算
手
続
だ
か
ら
で
あ
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
主
張
に
耳
を
傾
け
て
、
今
般
の
改
正
を
行
っ
た
。

新
し
い
法
文
は
実
務
家
か
ら
も
研
究
者
か
ら
も
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
も
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
批
判
は
、
改
正
の
主
要
な
点
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
改
正
は
、
経
営
難
の
債
務
者
の
た
め
に
新
た
な
道
具
を
創
出

す
る
も
の
で
あ
り
（
第
一
節
）、
ま
た
、
商
法
典
第
六
編
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
倒
産
手
続
に
、
自
ら
進
ん
で
あ
る
い
は
否
応
な
し
に

関
わ
る
者
の
法
的
地
位
の
均
衡
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
第
二
節
）。

第
一
節

経
営
難
の
債
務
者
が
利
用
で
き
る
道
具
の
増
加

102

債
務
者
の
個
々
の
必
要
に
応
じ
た
解
決
の
促
進

債
務
者
が
利
用
で
き
る
道
具
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
は
、
改
正
の
な
か
で
実
用

主
義
が
最
も
色
濃
く
表
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
商
法
典
第
六
編
に
従
来
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
債
務
者
が
置
か
れ
た
状
況

に
適
し
た
解
決
を
採
用
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
今
般
の
改
正
が
想
定
す
る
二
つ
の
ケ
ー
ス
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
迅
速
救
済
手
続
と
事
業
者
再
生
手
続
（
procédure
de
rétablissem
entprofessionnel）
と
が
創
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設
さ
れ
た
。
迅
速
救
済
手
続
は
、
早
期
対
処
の
実
効
性
を
強
化
し
、
債
務
者
が
早
期
対
処
を
選
択
し
た
場
合
に
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
事
業
者
再
生
手
続
は
、
債
務
者
の
経
済
的
失
敗
を
法
的
に
確
認
し
た
う
え
で
、
債
務
者

が
再
起
し
新
た
な
活
動
を
開
始
で
き
る
た
め
の
簡
素
か
つ
迅
速
で
実
効
性
の
あ
る
解
決
を
、
債
務
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
手
続
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
経
営
難
の
債
務
者
の
個
々
の
必
要
に
応
じ
た
解
決
を
促

進
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
法
文
の
意
図
を
表
し
て
い
る
。

一

迅
速
救
済
手
続

103

迅
速
救
済
手
続
の
創
設

迅
速
救
済
手
続
は
、
こ
の
改
正
の
範
と
な
る
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
最
も
象
徴
的
な
措
置
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
、
経
営
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
債
務
者
を
助
け
よ
う
と
い
う
意
図
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
迅
速
救
済
手
続
は
救
済

手
続
の
亜
種
で
あ
り
、
今
般
の
改
正
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
融
資
に
関
す
る
迅
速
救
済
手
続
と
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
特

別
の
規
定
が
な
い
限
り
、
救
済
手
続
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
迅
速
救
済
手
続
に
も
適
用
さ
れ
る
。
迅
速
救
済
手
続
に
お
い
て
は
、
三
か
月

以
内
に
救
済
計
画
の
認
可
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

迅
速
救
済
手
続
に
関
す
る
規
定
は
、
商
法
典
L.
六
二
八
―
一
条
以
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
手
続
の
適
用
要
件
が
定

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
続
の
進
行
と
効
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

104

適
用
要
件

迅
速
救
済
手
続
は
、
特
別
の
要
件
の
も
と
で
適
用
さ
れ
る
独
自
の
手
続
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
迅
速
救
済
手
続

は
、
調
停
手
続
と
救
済
手
続
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
迅
速
救
済
手
続
は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
債
務
者
に

よ
っ
て
し
か
申
し
立
て
ら
れ
な
い
。
こ
の
基
準
を
充
た
し
得
る
の
は
、
既
に
調
停
に
服
し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、
重
要
な
企
業
で
あ
り
、
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そ
の
大
半
は
会
社
で
あ
る
。
迅
速
救
済
手
続
の
目
的
は
、
調
停
手
続
に
応
じ
ず
そ
の
成
立
を
妨
げ
る
債
権
者
の
反
対
を
克
服
す
る
こ
と

に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
調
停
手
続
に
は
債
権
者
に
手
続
に
応
じ
る
よ
う
強
制
す
る
法
的
手
段
は
全
く
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
迅
速
救
済
手
続
が
導
入
さ
れ
る
以
前
は
、
債
務
者
は
、
債
権
者
の
反
対
を
押
し
て
調
停
手
続
を
追
行
す
る
手
段
を
全
く
有
し

て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
日
で
は
、
債
務
者
は
、
迅
速
救
済
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
に
手
続
に
応
じ

る
よ
う
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
は
、
L.
六
二
八
―
一
条
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
債
権
者
の
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
が

可
能
な
、
し
た
が
っ
て
手
続
開
始
決
定
か
ら
三
か
月
以
内
と
い
う
短
期
間
に
認
可
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
救
済
計
画
案
―
―
実
際
に
は

調
停
合
意
―
―
の
存
在
を
裏
付
け
た
場
合
に
は
、
迅
速
救
済
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

105

迅
速
救
済
手
続
の
進
行

迅
速
救
済
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
通
常
の
救
済
手
続
で
は
債
権
者
集
会
の
構
成
が
法
律
上
必
要
と

さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
債
権
者
集
会
が
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
迅
速
救
済
手
続
の
意
義
は
、
反
対
す

る
債
権
者
を
、
債
権
者
集
会
に
お
け
る
多
数
決
（
債
権
額
の
三
分
の
二
以
上
の
特
別
多
数
決
）
の
ル
ー
ル
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

迅
速
救
済
手
続
に
関
わ
る
の
は
手
続
開
始
前
債
権
の
債
権
者
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
債
権
者
は
そ
の
債
権
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
後
は
債
権
者
集
会
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
債
権
者
が
金
融
機
関
の
集
会
に
属
す
る
か
供
給
業
者
の
集
会
に
属
す
る
か

は
、
そ
の
活
動
内
容
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
各
集
会
が
救
済
計
画
に
つ
い
て
決
議
を
行
う
が
、
救
済
計
画
は
認
可
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
債
権
者
の
ほ
と
ん
ど
が
救
済
計
画
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
が
、
迅
速
救
済
手
続
の
開
始
要
件
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
迅
速
救
済
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
早
い
段
階
で
救
済
計
画
が
認
可
さ
れ
、
企
業
は
必
要
な
措
置
、
す
な
わ
ち
主

に
期
限
の
猶
予
と
債
務
の
減
免
と
い
う
措
置
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
調
停
手
続
と
は
異
な
り
、
迅
速
救
済
手
続
に

は
密
行
性
は
な
い
。
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二

事
業
者
再
生
手
続

106

事
業
者
再
生
手
続
の
創
設

事
業
者
再
生
手
続
は
、
二
〇
一
四
年
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
認
め
ら
れ
た
重
要
な
措
置
の
一
つ
で

あ
り
、
消
費
法
典
の
定
め
る
過
剰
債
務
処
理
手
続
か
ら
直
接
着
想
を
得
て
い
る
。
過
剰
債
務
処
理
法
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
以
降
、

個
人
再
生
手
続
（
procédure
de
rétablissem
ent
personnel）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
事
業
者
再
生
手
続
が
過
剰
債
務
処
理
法
か

ら
直
接
着
想
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
負
債
が
事
業
上
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
く
債
務
者
の
経
済
的
破

綻
を
対
象
と
す
る
二
つ
の
法
分
野
の
間
に
交
流
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
過
剰
債
務
処
理
法
は
以
前
か
ら
商
法
の
技
術
に
着

想
を
得
て
き
た
が
、
今
日
、
立
法
者
に
よ
っ
て
逆
の
こ
と
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
目
的
は
、
債
権
者
へ
の
配
当
に
充
て
る
た
め
の
有
意
な
積
極
財
産
を
全
く
持
た
な
い
た
め
に
裁
判
上
の

清
算
を
行
う
こ
と
が
無
駄
と
な
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
迅
速
な
処
理
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
手
続
は
最
大
で
四
か
月
し
か
継
続
せ

ず
、
債
務
者
が
そ
の
状
況
か
ら
早
期
に
脱
却
し
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

107

開
始
要
件

事
業
者
再
生
手
続
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
裁
判
上
の
清
算
手
続
を
申
し
立
て

た
債
務
者
、
あ
る
い
は
特
に
債
権
者
に
よ
っ
て
裁
判
上
の
清
算
手
続
を
申
し
立
て
ら
れ
た
債
務
者
は
、
事
業
者
再
生
手
続
を
申
し
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
者
再
生
手
続
の
主
た
る
意
義
は
、
個
人
再
生
手
続
の
場
合
と
同
様
、
債
務
者
の
負
債
が
消
滅
す
る
こ
と
に
あ

る
。こ

の
効
果
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
債
権
者
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
が
そ
の
効
果
に
「
値
す
る
」
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
典
L.
六
四
五
―
一
条
以
下
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
こ
の
手
続
の
恩
恵
を
受
け
る
た
め
の
複
数
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の
要
件
を
規
定
す
る
。

―
債
務
者
の
積
極
財
産
の
価
値
が
、
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
で
あ
る
こ
と

―
債
務
者
が
申
立
て
の
六
か
月
前
以
降
に
従
業
員
を
雇
い
入
れ
て
い
な
い
こ
と

―
債
務
者
が
、
五
年
以
内
に
、
積
極
財
産
の
不
足
の
た
め
に
終
局
し
た
裁
判
上
の
清
算
手
続
又
は
事
業
者
再
生
手
続
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

―
債
務
者
が
誠
実
で
あ
る
こ
と

裁
判
所
は
、
債
務
者
の
申
立
て
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
受
任
裁
判
官
（
juge
com
m
is）
及
び
司
法
管
財
人
を
選
任
し
、

彼
ら
が
こ
の
極
め
て
簡
素
化
さ
れ
た
手
続
の
進
行
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

108

手
続
の
進
行

手
続
の
進
行
は
極
め
て
簡
素
で
あ
る
。
債
務
者
は
、
自
己
を
債
務
者
と
す
る
債
権
を
受
任
裁
判
官
に
知
ら
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
知
ら
れ
た
債
権
者
、
す
な
わ
ち
、
司
法
管
財
人
か
ら
手
続
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
債
権
者
は
、
そ
の
債
権
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
証
人
及
び
担
保
設
定
者
も
、
手
続
開
始
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
。
こ
の
手
続
が
終
結
す
る
と
、
す
べ
て
の
負

債
は
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
従
業
員
の
債
権
、
扶
養
料
債
権
、
及
び
、
事
業
者
再
生
手
続
前
又
は
手
続
中
に
債
権
者
に
弁
済
し
た
担
保

設
定
者
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

負
債
の
消
滅
は
、
不
運
で
あ
り
負
債
を
免
れ
る
に
値
す
る
債
務
者
に
の
み
認
め
ら
れ
る
措
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

手
続
開
始
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
手
続
中
に
判
明
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
移
行
す
る
。
同
様
に
、

手
続
が
終
結
し
負
債
が
消
滅
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
手
続
開
始
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
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判
上
の
清
算
手
続
が
開
始
さ
れ
、
債
権
者
は
そ
の
権
利
を
再
び
行
使
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
負
債
の
消
滅
と
い
う
効
果
が
消
滅
す

る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
手
続
は
、
極
め
て
深
刻
な
不
況
の
犠
牲
と
な
っ
た
債
務
者
に
与
え
ら
れ
る
恩
恵
で
あ
る
。
こ
の
手
続
に
よ
っ
て
、
債
務

者
は
、
決
定
的
に
損
な
わ
れ
た
財
産
状
態
か
ら
よ
り
迅
速
に
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

債
務
者
が
採
り
得
る
手
続
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
が
さ
ら
に
複
雑
に
な
る
と
し
て
も
、

是
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

手
続
に
関
与
す
る
者
の
法
的
地
位
の
均
衡
の
回
復

109

法
的
地
位
の
均
衡
を
回
復
す
る
必
要
性

以
上
の
手
続
を
新
設
し
た
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
は
、
経
営

難
に
陥
っ
た
債
務
者
に
有
利
な
立
法
を
追
求
す
る
と
い
う
立
法
者
の
意
思
が
表
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
今
般
の
改
正
で
は
、
そ
れ
と

同
時
に
、
最
近
の
諸
改
正
に
よ
っ
て
冷
遇
さ
れ
て
き
た
債
権
者
の
法
的
地
位
を
改
善
し
、
経
営
難
の
会
社
を
救
済
す
る
際
に
、
そ
の
株

主
に
よ
り
大
き
な
責
任
を
負
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
法
者
の
考
え
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一

債
権
者
の
法
的
地
位
の
改
善

110

債
権
者
の
地
位
の
改
善

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
債
権
者
の
地
位
に
多
か
れ
少
な
か
れ
重
要
な
多
く

の
改
善
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
次
の
二
点
を
強
調
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
に
対
す
る
支
払
い
の
容
易
化
と
、
債
権

者
の
手
続
へ
の
関
与
の
強
化
で
あ
る
。
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111

支
払
い
の
容
易
化
―
―
債
権
届
出

経
営
難
の
債
務
者
の
債
権
者
が
追
求
す
る
第
一
の
目
的
は
、
も
ち
ろ
ん
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
度
重
な
る
法
改
正
に
よ
っ
て
債
権
者
へ
の
支
払
い
が
二
の
次
に
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
債
権
者
、
と
り
わ
け
経
営
難
の
企
業
に
関
す

る
法
に
よ
り
冷
遇
さ
れ
て
い
た
手
続
開
始
前
債
権
の
債
権
者
の
命
運
（
処
遇
）
を
改
善
す
る
様
々
な
措
置
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

手
続
の
中
で
支
払
い
を
受
け
よ
う
と
す
る
全
て
の
債
権
者
は
、
債
権
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
届
出
の
な
い
債
権
は
、
手
続
の

中
で
対
抗
で
き
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
債
権
届
出
の
仕
組
み
は
、
従
来
か
ら
、
複
雑
で
債
権
者
に
と
っ
て
不
利
な
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
根
本
的
に
改
革
し
た
。
と
り
わ

け
重
要
な
点
は
、
商
法
典
L.
六
二
二
―
二
四
条
が
、
債
務
者
が
司
法
管
財
人
に
債
権
者
一
覧
表
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
債
権
の
存
在

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
と
き
は
、
債
務
者
が
債
権
者
の
た
め
に
届
出
を
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
推
定
は
債
権
者
が
自
ら
届
出

を
し
な
い
限
り
維
持
さ
れ
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
債
務
者
に
よ
る
情
報
提
供
も
債
権
者
に
よ
る
債
権
届
出
も
、
手
続
開
始
決
定
の
公

告
か
ら
二
か
月
以
内
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
権
者
が
届
出
を
懈
怠
し
た
場
合
で
も
、
債
権
者
は
手
続
に
参

加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
規
定
は
次
の
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
債
務
者
が
情
報
提
供
を
し
な
い
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
は
、

債
権
者
の
た
め
の
失
権
か
ら
の
回
復
（
relevé
de
forclusion）
の
新
た
な
場
合
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
債
権

者
が
手
続
開
始
決
定
の
公
告
か
ら
六
か
月
以
内
に
失
権
か
ら
の
回
復
を
申
し
立
て
た
と
き
は
、
主
任
裁
判
官
を
通
じ
て
、
期
間
経
過
後

の
債
権
届
出
が
で
き
る
可
能
性
を
認
め
得
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
債
務
者
が
届
出
に
際
し
て
記
載
し
た
額
に
つ
い
て
、
債
権
者
が
異
議

を
述
べ
る
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の
場
合
、
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
解
決
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
債
権
届
出
の

た
め
の
二
か
月
の
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
場
合
、
債
権
者
は
正
し
い
と
考
え
る
額
に
つ
い
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
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に
、
こ
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
、
債
務
者
に
よ
っ
て
当
該
債
権
の
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
に
失
権
か
ら

の
回
復
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
商
法
典

R.
六
二
二
―
二
五
条
は
、
債
務
者
が
司
法
管
財
人
に
債
権
を
有
効
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
場
合
を
、
失
権
か
ら
の
回
復
が
認
め
ら
れ
る
場

合
と
し
て
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

112

支
払
い
の
容
易
化
―
―
債
権
者
が
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
機
会
の
増
加

新
し
い
二
つ
の
措
置
に
よ
っ
て
債
権
者
が
支
払
い
を

受
け
ら
れ
る
機
会
が
増
加
す
る
。
第
一
に
、
債
務
者
が
自
己
の
不
動
産
資
産
を
守
る
た
め
に
危
機
時
期
（
支
払
停
止
日
か
ら
手
続
開
始

ま
で
の
期
間
）
の
間
に
申
し
立
て
た
差
押
禁
止
の
申
述
は
、
今
般
の
改
正
に
よ
り
、
当
然
に
無
効
と
な
る
。
無
効
と
な
っ
た
申
述
の
対

象
で
あ
っ
た
不
動
産
は
、
手
続
の
範
囲
に
再
び
組
み
込
ま
れ
、
債
権
者
へ
の
配
当
に
充
て
る
た
め
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
い
て
売

却
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
が
す
で
に
支
払
停
止
に
陥
っ
て
い
る
の
に
差
押
禁
止
の
申
述
を
し
た
と
き
に
は
、
こ
の
申
述
は
効

力
を
失
う
。
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
債
権
者
を
害
す
る
意
思
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
こ
れ

に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
新
し
い
法
文
は
、
新
規
融
資
に
つ
き
先
取
特
権
を
有
す
る
債
権
者
の
命

運
を
明
確
に
し
た
。
と
い
う
の
も
、〔
調
停
手
続
中
に
行
わ
れ
た
〕
新
規
融
資
に
か
か
る
債
権
の
債
権
者
の
法
的
地
位
は
あ
い
ま
い
で

あ
り
、
議
論
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
実
際
、
新
規
融
資
の
債
権
者
は
、
調
停
の
後
に
開
始
す
る
救
済
手
続
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
又
は

裁
判
上
の
清
算
手
続
に
お
い
て
は
手
続
開
始
前
債
権
の
債
権
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。
改
正
前
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
場
合
に
は
、

新
規
融
資
の
債
権
者
は
第
一
順
位
で
支
払
い
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
た
が
（
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
三
条
）、
救
済
手
続
な
い
し
裁
判

上
の
更
生
手
続
の
場
合
に
は
、
新
規
融
資
の
債
権
者
の
命
運
は
定
か
で
な
か
っ
た
。
新
規
融
資
の
債
権
者
は
、
手
続
開
始
前
債
権
を
有

す
る
全
て
の
債
権
者
と
同
様
に
救
済
計
画
な
い
し
更
生
計
画
に
服
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
法
律
が
明
示
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
優
先
的
に
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。
今
般
の
改
正
に
よ
り
、
新
規
融
資
の
債
権
者
は
「
救
済
計
画
又
は
裁
判
上
の
更
生
計
画

の
外
」
に
お
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
他
の
手
続
開
始
後
債
権
の
債
権
者
と
競
合
関
係
に
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
新
規

融
資
の
債
権
者
が
救
済
計
画
又
は
更
生
計
画
に
従
う
こ
と
を
承
諾
し
た
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

113

手
続
へ
の
関
与
の
強
化

債
権
者
の
手
続
へ
の
関
与
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
き
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

は
、
二
〇
〇
五
年
の
法
律
の
方
針
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
債
権
者
集
会
を
創
設
し
、
大
企
業
に
つ
い
て
、
債
権
者
を
債
務
者

が
提
案
し
た
救
済
計
画
な
い
し
更
生
計
画
の
採
択
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
心
に
戻
す
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
さ
ら
に
先
を
行
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
債
権
者
の
う
ち
債
権

者
集
会
を
構
成
す
る
者
に
の
み
、
計
画
の
提
案
権
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
債
権
者
が
提
案
し
た
計
画
は
、
債
務
者
が
提
案
す
る
計
画

と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
全
て
の
計
画
が
債
権
者
集
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
債
権
者
集
会
は
こ
れ
ら
の
計
画
か
ら
一
つ
を
選
択
す

る
た
め
に
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
が
提
案
し
た
計
画
が
採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
計
画
を
提
案
し
た
債
権
者
が
自

ら
提
案
し
た
経
済
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
当
該
企
業
の
経
営
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
。
自
己
の
計
画

が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
債
務
者
が
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
員
の
権
利
に
関
係
す

る
新
た
な
措
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

二

経
営
難
の
会
社
の
社
員
の
巻
き
込
み

114

社
員
の
責
任

経
営
難
の
企
業
が
会
社
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
会
社
形
態
で
あ
っ
て
も
、
社
員
や
株
主
が
会
社

を
救
う
際
に
演
ず
べ
き
役
割
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
会
社
法
の
考
え
方
と
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
の
考
え
方
は
、
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必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
会
社
法
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
有
限
責
任
会
社
に
お
い
て
は
社
員
が
保
護
さ
れ
、

社
員
が
引
き
受
け
た
責
任
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
員
は
会
社
に
〔
追
加
的
に
〕
資
金
提

供
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
ず
、
そ
の
責
任
は
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
が
経
営
難
に
陥
っ
た
場
合
に
、
ま
ず
は

会
社
の
組
織
を
資
金
面
で
支
え
る
べ
き
社
員
に
努
力
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
正
統
な
こ
と
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

も
っ
て
〔
社
員
で
は
な
く
〕
債
権
者
に
、
債
務
の
減
免
や
期
限
の
猶
予
を
付
与
し
て
経
営
難
の
会
社
を
援
助
す
る
よ
う
求
め
る
の
は
当

然
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
、
こ
こ
数
年
間
、
法
学
説
及
び
経
済
学
説
に
お
け
る
議
論
を
盛
り
上
げ
て
き
た
が
、
両
理
論
の
考
え
方
に
は
少
々

対
立
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
経
済
学
者
は
社
員
を
よ
り
大
き
く
巻
き
込
む
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
〔
社
員
を
巻
き
込
む

べ
き
だ
と
い
う
〕
考
え
方
は
複
数
の
規
定
と
な
っ
て
商
法
典
に
挿
入
さ
れ
た
。
第
一
に
、
会
社
の
資
本
金
の
払
込
み
が
完
了
し
て
い
な

い
場
合
、
救
済
手
続
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
又
は
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
、
社
員
が
支
払
義
務
を
負
う
額
は
直
ち
に
請

求
可
能
と
な
り
、
司
法
管
財
人
が
こ
の
資
金
を
取
り
立
て
る
権
限
を
有
す
る
。
第
二
に
、
企
業
、
と
り
わ
け
会
社
が
資
本
再
構
成

（
recapitalisation）
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
活
動
の
継
続
、
企
業
再
編
、
あ
る

い
は
新
た
な
投
資
の
た
め
の
資
金
を
賄
う
た
め
に
、
資
本
再
構
成
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

は
新
た
に
、
こ
の
よ
う
な
資
金
調
達
に
反
対
す
る
社
員
や
株
主
に
対
し
て
、
強
制
力
の
あ
る
措
置
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
決
議
を
阻
止
で
き
る
少
数
株
主
が
、
再
度
の
資
金
調
達
（
refinancem
ent）
と
い
う
措
置
を
採
用
す
る
に
つ
き
障
害
と
な
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
は
、
会
社
を
再
起
さ
せ
る
た
め
に
召
集
さ
れ
る
株
主
総
会
に
お
い
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る
少
数
株
主
の
代
わ
り
に
裁

判
所
選
任
の
代
理
人(20)が
投
票
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
新
し
い
法
文
に
よ
れ
ば
、
資
金
調
達
の
措
置
を
採
用
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す
る
た
め
に
通
常
要
求
さ
れ
る
定
足
数
及
び
議
決
数
を
修
正
す
る
権
限
も
、
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
定
款
を
変
更
で
き
る
の
は

特
別
決
議
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
三
分
の
二
以
上
の
特
別
多
数
決
が
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
代
え
て
、
過
半
数
の
単
純
多
数
決

で
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
現
在
審
議
中
の
法
律
が
採
択
さ
れ
た
後
に
は(21)、
さ
ら
に
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階

が
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
法
律
は
、
反
対
す
る
社
員
や
株
主
が
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
会
社
の
再
建
を
保
障
す
る
た
め
の
経

営
難
の
会
社
へ
の
再
出
資
を
約
す
る
第
三
者
へ
の
社
員
権
（
titres）
の
譲
渡
を
強
制
さ
れ
得
る
と
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
一
般
法
上
の
限
界
を
超
え
る
措
置
は
、
法
文
に
よ
っ
て
枠
づ
け
ら
れ
、
か
つ
、
一
般
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
憲
法
上
強
く
保
護
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
所
有
権
（
droitde
propriété）
を
侵
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。

115

結
語

以
上
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
大
要
を
説
明
し
た
が
、
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
従
来
の
法
を

覆
す
ほ
ど
の
激
変
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
文
は
、〔
手
続
関
与
者
間
の
〕
均
衡
を

保
と
う
と
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
に
お
い
て
、
こ
の
均
衡
を
見
出
す
の
は
非
常
に
難
し
く
、
同
法
は
今

後
も
絶
え
ず
発
展
し
続
け
る
だ
ろ
う
。

(1
)
CED
H
,22
sept.2011,A
ct.proc.coll.2011,n°286,obs.N
.Fricero.
二
〇
年
以
上
前
か
ら
係
属
し
て
い
る
裁
判
上
の
清
算
手
続
に

つ
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
有
責
の
判
決
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
本
件
に
お
い
て
、
手

続
が
過
度
に
長
期
間
に
及
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
財
産
の
尊
重
に
関
す
る
権
利
に
対
す
る
制
限
は
、

手
続
の
間
を
通
じ
て
正
当
化
さ
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
財
産
の
管
理
処
分
権
の
剥
奪
は
、
原
則
と
し
て
、
追
求
さ
れ
る
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
必
要
性
は
時
と
共
に
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
。
欧
州
人
権
裁
判
所
の

見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
手
続
の
期
間
は
、
倒
産
に
お
け
る
債
権
者
の
弁
済
に
対
す
る
一
般
的
利
益
と
、
申
立
人
の
財
産
を
尊
重
さ
れ
る
個
人
的

権
利
と
の
間
の
均
衡
を
破
れ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
申
立
人
の
権
利
の
制
約
は
、
追
求
さ
れ
た
目
的
に
比
例
し
て
い
な
い
こ
と
に
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な
る
。

(2
)
商
法
典
L.
六
二
六
―
二
七
条
三
項
。

(3
)
M
.-H
.M
onsèrié-Bon,Le
dessaisissem
entetl'avènem
entdes
droits
propres,Rev.Lam
y
dr.aff.m
ars
2005,suppl.,p.53
;

J.V
allansan,le
dessaisissem
entde
la
personne
physique
en
liquidation
judiciaire,M
élanges
D
.T
ricot,D
alloz-Litec,2010,p.

599
;C.Saint-A
lary-H
ouin,Le
dessaisissem
ent
du
débiteur
en
liquidation
judiciaire,Rev.proc.coll.2003,p.173.

(4
)
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
一
―
一
条
。

(5
)
商
法
典
L.
六
四
一
―
一
二
条
。

(6
)
G.Couturier,Le
plan
de
cession,instrum
ent
de
restructuration
des
entreprises
défaillantes,Bull.Joly
2008,p.142
;

D
.V
oinot,Le
plan
de
cession,Gaz.pal.20-21
janv.2012,p.25.

(7
)
商
法
典
L.
六
四
二
―
二
条
。

(8
)
商
法
典
L.
六
四
二
―
一
〇
条
。

(9
)
商
人
、
職
人
又
は
独
立
事
業
者
で
あ
り
、
自
由
業
者
も
含
ま
れ
る
。

(10
)
商
法
典
L.
五
二
六
―
一
条
以
下
。
C.
M
alecki,
La
loi
pour
l̓initiative
économ
ique
et
l̓insaisissabilité
de
la
résidence

principale
de
l̓entrepreneur
individuel,D
.2003,p.2220
;S.Piedelièvre,Le
nouveau
droit
de
l̓insaisissabilité,D
efrénois

2008,2245.

(11
)
商
法
典
L.
五
二
六
―
一
条
。

(12
)
P.-M
.Le
Corre,Protection
de
l̓entrepreneur
individueletdéclaration
d'insaisissabilité,A
JD
I2004,179
;Ph.D
elm
otte,

Les
vertiges
de
l'insaisissabilité
:quelques
problém
atiques
nées
des
effets
de
la
déclaration
d'insaisissabilité
en
m
atière
de

procédures
collectives,Rev.proc.coll.2009/2,6,p.17.

(13
)
Cass.com
.,28
juin
2011,n°
10-15.482
;F.Pérochon,L'insaisissabilité
opposable
au
liquidateur,JCP
E
2011,1551.

(14
)
Cass.com
.,13
m
ars
2012,n°11-15.438,JCP
E
2012,1325,note
P.-M
.Le
Corre
;A
ct.proc.coll.2012,com
m
.105,obs.J.

V
allansan
;BJS
2012,p.495,note
M
.-H
.M
onsèrié-Bon.

(15
)
商
法
典
L.
六
二
一
―
二
条
。
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(16
)
商
法
典
L.
六
五
一
―
二
条
。

(17
)
M
.-H
.M
onsèrié-Bon,L̓
effacem
ent
des
dettes
dans
les
procédures
collectives,D
r.et
patrim
oine
2009,n°
184,p.64.

(18
)
G.Ripert,Le
droit
de
ne
pas
payer
ses
dettes,D
H
1936,chron.57.

(19
)
(訳
注
）
本
稿
冒
頭
に
紹
介
し
た
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
講
義
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日

の
改
正
に
関
す
る
補
講
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
補
章
は
、
同
教
授
が
補
講
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
に
、
教
授
の
許
可
を
得
て
、
一
部
加
筆

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
補
講
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
一
日
に
、
京
都
大
学
で
行
わ
れ
た
。

(20
)
司
法
管
理
人
及
び
司
法
管
財
人
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
。

(21
)
(訳
注
）

こ
の
と
き
審
議
中
で
あ
っ
た
法
律
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
の
「
経
済
成
長
、
経
済
活
動
及
び
機
会
の
衡
平
の
た
め
の
」

法
律
と
し
て
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
商
法
典
に
L.
六
三
一
―
一
九
―
二
条
が
挿
入
さ
れ
た
。

＊

本
翻
訳
は
、
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
人
的
担
保
の
附
従
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
二
六
三
八
〇
一
一
六
、

研
究
代
表
者

齋
藤
由
起
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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